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山形県雪対策アクションプランについて                     
 
 
１ 策定の趣旨 
  本アクションプランは、平成30年12月に制定した「いきいき雪国やまがた基本条例」を踏まえ、山形県の

雪対策の方向性を示す「第４次山形県雪対策基本計画」の策定に伴い、「山形県雪対策アクションプラン」

として、現状と課題を踏まえた施策目標を設定するとともに、主な重点事業の推進工程を示すものである。 

 このアクションプランに基づき、すべての県民が安心して暮らし、国内外から多くの人々が訪れる「いき

いき雪国やまがた」の実現に向け着実に推進していく。 

 

 

２ アクションプランの構成 
  本アクションプランは、第４次山形県雪対策基本計画で掲げた現状と課題を踏まえた４つの柱立て「Ⅰ 

雪に強い県づくり」、「Ⅱ 豪雪災害対策」、「Ⅲ 地域における除排雪の推進」、「Ⅳ 雪を活用した地

域活性化」で構成する。 

  この４つの柱の実現に必要な施策について「目標指標」を掲げるとともに、施策の推進に向けた取り組み

の方向ごとに、進捗状況を毎年度確認するため「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」を設定する。 

 
 
３ 実施期間 
 本アクションプランの実施期間は令和２年度から令和６年度までの５年間とする。 

 
 
４ アクションプランの管理・推進 
 庁内連絡会議を設置し、毎年、事業等の進捗状況や課題、目標の達成状況の整理・分析を行い、事業内容の

見直しや改善を検討する。 

 また、アクションプランの推進については、「いきいき雪国やまがた推進県民会議」を中心に、県内各界・

各層と連携を図りながら、県民の参画を促し、全県的な取組みにつなげていく。 

 実施期間の終了年度には、その成果を総括し、次期アクションプランを策定する。 

 なお、社会経済情勢の変化などにより内容の変更が必要となる場合は、弾力的な対応を行う。 
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Ⅰ 雪に強い県づくり                 

 

◇ 事業の展開 

１ 雪に強い基盤整備の促進 

ⅰ）雪への対策を盛り込んだ都市インフラ整備の推進 

ⅱ）豪雪時にも道路交通が確保できる道路網の整備 

ⅲ）安全で快適な住まいづくりの推進 

２ 冬期間の公共サービスの確保 

ⅰ）積雪期でも必要な医療・福祉サービスが受けられる在宅サービス、移動サービスなどの充実・強化 

ⅱ）児童生徒の通学の安全を確保するための環境の整備 

ⅲ）公共交通事業者と連携した円滑な公共交通の確保 

ⅳ）電力会社、電気通信事業者との雪対策の連絡体制の構築 

ⅴ）雪に関する情報発信の強化 

３ 事業者における雪対策の取組みの強化 

ⅰ）豪雪時の物流の確保など事業継続に向けた取組みの促進 

 

◇ 関係指標 

目標指標 現状値（Ｈ28）※ 目標値（Ｒ６） 

「自宅周辺の雪かき」を雪国の生活で不安又

は負担に思う県民の割合 
48.4％（H28）※ 38.0％ 

主要事業に係る重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現 状 値 

（H30） 

指標値（工程） 

 項 目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

① 
街路整備事業における無散水消融雪

施設の整備延長 
1.4km 2.2km 2.5km 2.9km 3.2km 3.6km 

② 
雪に強い住宅リフォーム補助件数 

（累計） 
2,046件 3,100件 3,500件 3,900件 4,300件 4,700件 

③ 
マイロードサポーター活動団体数 

（歩道除雪実施団体） 
62団体 66団体 67団体 68団体 69団体 70団体 

※）平成28 年度 県政アンケート調査（山形県） 
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◇ 主要事業 

１ 雪に強い基盤整備の促進 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）雪への対策を盛り込んだ都市インフラ整備の推進 

①既存農業用水利施設等を活用した

消流雪用水の確保 
農林 

・既存農業用水利施設等を活用した消流雪用水の確保につい

て、関係機関との調整等により市町村の取組みを支援する。 

②街路整備事業における無散水消融

雪施設の整備 
県土 

・中心市街地の街路整備事業において、無散水消融雪施設の整

備促進を図る。 

③排雪場所の提供 
県土 

・中心市街地等において、空き家を除去した跡地の排雪場所へ

の活用について検討する。 

④流雪溝の整備 
県土 

・流雪溝による排雪効果が高く、かつ用水確保が可能で地域の

協力体制が整った地域において、整備促進を図る。 

ⅱ）豪雪時にも道路交通が確保できる道路網の整備 

①堆雪幅が確保された道路の整備 
県土 

・降積雪時の円滑な通行を確保するため、堆雪幅が確保された

道路の整備を行う。 

②防雪柵の整備 
県土 

・地吹雪による通行障害を防ぐため、地吹雪障害発生頻度の高

い地区における防雪柵の整備及び更新の促進を図る。 

③雪崩予防施設の整備 
県土 

・道路における雪崩発生危険個所を解消し、雪崩による通行障

害の未然防止を図るため、雪崩防止施設の整備促進を図る。 

④信号機への着雪防止及び凍結防止

対策 警察 

・着雪を防止するため、熱線入り車両用信号機、凍結して押下

できなくなるのを防ぐためタッチセンサー式押ボタン箱の整

備促進を図る。 

ⅲ）安全で快適な住まいづくりの推進 

①住宅等への消融雪設備の普及拡大 

企画 

・自宅敷地内への消融雪設備導入を推進する市町村を支援し、

住民の除排雪負担の軽減を図る。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②市町村による空き家除排雪等の 

推進 企画 

・市町村が実施する真にやむを得ない場合の空き家の屋根の雪

下ろし・除排雪等を支援し、冬期間の空き家対策を推進する。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

③克雪化に向けた住宅リフォームの

推進 県土 

・屋根の雪下ろしの安全性確保や落雪しやすくするための屋根

の改良など、克雪化に向けたリフォームを行う場合、補助金を

交付する。 

④「やまがた健康住宅」の普及 

県土 

・冬期間の住宅内部の寒暖差によるヒートショック等を防ぎ、

健康に暮らせる住宅を「やまがた健康住宅」として認定すると

もに、建設に対する支援を行う。 
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２ 冬期間の公共サービスの確保 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）積雪期でも必要な医療・福祉サービスが受けられる住宅サービス、移動サービスなどの充実・強化 

①へき地医療に従事する医師の確保 

健福 

・自治医科大学卒業医師及び地域医療従事医師確保修学資金貸

与医師を、へき地の医療機関に派遣し、へき地医療を担う医師

を確保する。 

②ふるさとハッピーライフ住宅の 

整備 
健福 

・自力での除排雪が困難であるなど、自宅での生活が厳しい状

況にあっても、住み慣れた地域で安心して暮らすことができる

よう、医療や介護を受けられる地域拠点施設・住宅を整備する

市町村を支援する。 

③「福祉型小さな拠点」の整備 

健福 

・自宅の除排雪や通院・買い物をはじめとする支援など、住民

主体による高齢者等への生活支援・介護予防サービスの提供拠

点立ち上げに必要な経費を、市町村と連携して支援する。 

④やまがた健康づくりステーション

の整備 
健福 

・除雪により行動が制限されがちな冬期間も含めた年間を通し

て、住民が気軽に通える公民館等の施設を活用して、自主的・

主体的に健康づくりに取り組むことができる拠点の創設を支

援する。 

⑤民生委員・児童委員の活動推進 

健福 

・市町村等が実施する雪対策事業において、要援護者への周知

や安否を見守る訪問活動などの役割を担っている民生委員・児

童委員の活動を支援する。 

ⅱ）児童生徒の通学の安全を確保するための環境の整備 

①地域の団体による歩道除雪活動の

推進 県土 

・県道の美化清掃等を積極的に行うボランティア団体など「マ

イロードサポーター団体」による通学路等の歩道除雪の拡大を

図るため、小型除雪機の貸出しを実施する。 

②通学路冬季合同点検の実施 県土 

教育 

警察 

・冬季の降積雪期において通学路の危険個所がある場合は、学

校関係者、警察、道路管理者が連携して通学路の点検を行うと

ともに、必要な対策を実施する。 

③冬期間における安全教育の実施 

教育 

・山形県地方気象台と連携して作成した雪道の安全な歩行等に

関する指導資料を活用するなど、各学校において、それぞれの

立地条件や実情に応じた安全教育を実施する。 

ⅲ）公共交通事業者と連携した円滑な公共交通の確保、ⅳ）電力会社、電気通信事業者との雪対策の連絡体

制の構築 

①生活交通の確保対策の推進 
企画 

・降積雪時における通院や買い物など、県民の日常生活に必要

となる地域公共交通を確保する。 

②公共交通事業者や電力会社、電気

通信事業者との連絡体制の構築 企画 

・降積雪時の円滑な公共交通の確保、電力等の障害発生防止等

の観点から、関係機関と雪害対策に特化した連絡体制の構築を

図る。 
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ⅴ）雪に関する情報発信の強化 

①山形県雪情報システムの運用 

企画 

・降雪被害の未然防止等を図るため、「山形県雪情報システム」

により、きめ細やかで精度の高い降雪予測情報をはじめとする

気象情報を提供する。（運用期間：11月中旬から年度末） 

②「雪下ろし・落雪事故防止注意喚

起情報」の発表 防災 

・積雪状況や気象データに基づき、地域ごとに雪下ろし中の転

落事故や落雪による事故の防止に向けた注意喚起情報を発信

する。 

③SNS等を活用した防災情報の提供 
防災 

・スマートフォン普及率の高まりを受け、SNSを活用した情報

発信を強化し、利便性向上を図る。 

④大手通信事業者との防災協定の締

結 
防災 

・大手通信事業者と防災協定を締結することで、大規模災害時

の通信負荷の分散や、携帯電話での防災情報発信強化を図る。 

⑤県内主要道路の雪による道路規制

情報の提供 
県土 

警察 

・県のホームページにおいて、県内主要道路の雪による道路規

制情報を提供する。 

・県内主要道路の雪による道路規制情報について、マスメディ

ア及び「日本道路交通情報センター」等を通して、ドライバー

へ提供する。 

⑥やまがた110ネットワークの提供 

警察 

・登録者の携帯電話やパソコンに対して電子メールで安全安心

情報を提供するネットワーク。自然災害の発生状況等の災害情

報を届ける。 

 

３ 事業者における雪対策の取組みの強化 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）豪雪時の物流の確保など事業継続に向けた取組みの促進 

①中小企業における事業継続計画の

策定促進 
商工 

・事業継続計画策定に向けたセミナー・ワークショップの開催 

②「働き方改革」推進に向けた普及

啓発 
商工 

・「働き方改革」推進に向けた普及啓発、相談・支援体制の充

実 
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Ⅱ 豪雪災害対策                   

 

◇ 事業の展開 

１ 豪雪災害対策 

ⅰ）集中的豪雪時の道路交通の確保 

ⅱ）地域の豪雪時の対応力の強化 

ⅲ）豪雪時の災害を防止・軽減する防災基盤の整備 

 

 

◇ 関係指標 

主要事業に係る重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現 状 値 

（H30） 

指標値（工程） 

 項 目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

① 地域一斉除排雪の実施市町村数 
9 

市町村 

11 

市町村 

12 

市町村 

13 

市町村 

14 

市町村 

15 

市町村 

② 防雪柵の整備及び更新延長 229.2km 230.8km 231.6km 232.4km 233.2km 234.0km 

 

 

◇ 主要事業 

１ 豪雪災害対策 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）集中的豪雪時の道路交通の確保 

①山形県豪雪災害対策本部の設置 

防災 

・豪雪時には、「山形県豪雪災害対策本部」を設置し、各関係

機関等との連携・協力により、県民の安全・安心を守るための

施策を行う。 

②災害救助法の迅速な適用 
防災 

・豪雪災害時において、災害救助法施行令第１条第１項第４号

に該当すると判断される場合に、救助費用を負担する。 

③山形県道路雪害対策本部の設置 

県土 

・「豪雪災害時における道路交通確保のための緊急措置要領」

に基づき、県内の積雪深が警戒水準を超えた場合には、県と東

北地方整備局で協議の上「対策本部」を設置し、「警戒体制」

に移行する。 

④異常降雪への対応訓練等の実施 

県土 

警察 

・道路管理者、警察などで道路規制情報等迅速に共有する等、

除雪作業や事故処理に向けた連絡体制を確保する。 

・集中的な降雪により、道路上に立ち往生した車両の移動を想

定した訓練を、関係機関と連携して実施する。 
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ⅱ）地域の豪雪時の対応力の強化 

①地域一斉除排雪の実施 企画 

県土 

・県道や市町村道の排雪時に合わせ、商店街や地区の住宅地内

の雪の排雪を同時に行うことで効率的な排雪作業を行う。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②除排雪資器材の整備促進 

企画 

・市町村が地域の共助による除排雪推進のため資器材（小型除

雪機、融雪機等）を整備する事業を支援する。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

③大手通信事業者との防災協定の締 

結【再掲】 
防災 

・大手通信事業者と防災協定を締結することで、大規模災害時

の通信負荷の分散や、携帯電話での防災情報発信強化を図る。 

ⅲ）豪雪時の災害を防止・軽減する防災基盤の整備 

①治山事業の実施 農林 ・雪崩災害の発生を防止するため、雪崩防止柵の設置を行う。 

②防雪柵の整備【再掲】 
県土 

・地吹雪による通行障害を防ぐため、地吹雪障害発生頻度の高

い地区における防雪柵の整備及び更新の促進を図る。 

③地すべり防止区域等の適正な管理 

県土 

等 

・春の融雪時において、地すべり防止区域及び急傾斜地崩壊危

険区域を適正に管理し、災害等を早期発見するため、県が委嘱

した「地すべり急傾斜地等巡視員」による定期的なパトロール

を実施する。 

④災害関連緊急事業の実施 

県土 

・地すべり、雪崩等の自然災害は発生した場合に、被害の拡大

及び同様の災害が再び発生することを防ぐため、災害に応じた

対策施設を緊急に整備する。 

⑤雪崩等の大規模災害に備えた救 

助体制の確立及び必要な機材等

の整備 

警察 

・雪崩等による人的被害発生時に、迅速な捜索救助に対応する

ため、冬期間における捜索救助訓練を実施し救助体制を確立す

るとともに、必要な装備・資器材の配備を推進する。 
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Ⅲ 地域における除排雪の推進            

 

◇ 事業の展開 

１ 道路除雪体制の充実 

ⅰ）国、県、市町村の連携のもと効果的で効率的な道路除雪の実施 

２ 人口減少に対応した持続可能な地域除排雪の推進 

ⅰ）地域の実情に応じた除排雪体制の仕組みづくり 

ⅱ）新たな地域除排雪の担い手確保 

ⅲ）要援護者世帯に対する除排雪支援の充実 

３ 雪害事故防止の取組みの強化 

ⅰ）高齢者等に対する実効性のある雪害事故防止の普及啓発の展開 

 

◇ 関係指標 

目標指標 現状値 目標値（Ｒ６） 

雪害による死亡者数 10 人（H30） 0 人 

主要事業に係る重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現 状 値 

(H30) 

指標値（工程） 

 項 目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

① 
県道と市町村道の除雪路線交換延長 

（県の除雪延長） 
130.8km 142.8km 143.8km 144.8km 145.8km 146.8km 

② 
ＩＣＴを活用した除雪システム導入

市町村数 

11 

市町村 

16 

市町村 

18 

市町村 

19 

市町村 

20 

市町村 

21 

市町村 

③ 「やまがた除雪志隊」の登録者数 
968 

人 

1,050 

人 

1,100 

人 

1,150 

人 

1,200 

人 

1,250 

人 
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◇ 主要事業 

１ 道路除雪体制の充実 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）国、県、市町村の連携のもと効果的で効率的な道路除雪の実施 

①市町村でのＩＣＴ除雪システム導

入促進 
企画 

・市町村でのＩＣＴ除雪運行システムの導入を促進すること

で、道路除雪の省力化・効率化を図る。 

②除雪の担い手となる除雪機械オペ

レーターの確保支援 

県土 

 

 

企画 

・除雪機械オペレーターの担い手不足に対応するべく、建設業

従事者の大型特殊自動車免許取得促進等に取り組む企業を支

援する。 

・除雪機械オペレーターの高齢化、建設業の事業者数の減少等

を踏まえて市町村が実施する、除雪機械オペレーターに必要な

免許取得や技術向上に資する取組みを支援し、道路除雪の担い

手確保を促進する。   【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

③県管理道路の除雪の実施 
県土 

・県車道除雪及び歩道除雪の実施及び老朽化した除雪機械の計

画的な更新及び増強を実施する。 

④市町村との連携による除雪の実施 

県土 

・県道と市町村道の除雪作業経路の一元化など、除雪作業経路

が効率的となる路線を選定・交換し、空走距離の縮減による効

率的な除雪作業を行う。 

⑤除雪業者との意見交換の実施 
県土 

・降雪前に除雪業者との会議を行い、情報交換等を実施し適切

な連絡体制及び除雪体制の構築を図る。 

 

２ 人口減少に対応した持続可能な地域除排雪の推進 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）地域の実情に応じた除排雪体制の仕組みづくり 

①地域共助による除排雪力の維持・

強化 企画 

・地域共助による除排雪の実施及び実施体制の整備に向けて市

町村が行う取組みを支援し、地域内の除排雪対応力の強化を図

る。         【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②流雪溝の利用適正化 

企画 

・地域住民による管理団体の立ち上げ経費や市町村が行う流雪

溝の軽微な修繕事業に対して支援する。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

③地域除雪ボランティアの活動推進 

企画 

・社会福祉協議会等と連携した除雪に関する技術指導の支援な

どにより、中高生、大学生等による除雪ボランティア活動を推

進する。 

④地域共生社会の実現に向けた地域

づくりの強化 
健福 

・住民主体の課題解決の仕組みづくりを推進し、地域内互助の

体制強化を図る。 
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ⅱ）新たな地域除排雪の担い手確保 

①広域除雪ボランティアの活動推進 

企画 

・県内外から幅広く除雪ボランティア（個人・団体）を募集し、

「やまがた除雪志隊」の隊員として登録するとともに、市町村

や市町村社会福祉協議会等が実施する除雪ボランティア活動

の開催日時、場所及び募集人員などの詳細な情報提供を行う。 

②企業活動としての除排雪の推進 
企画 

・企業がＣＳＲ活動として行う除排雪活動の受け入れ調整等、

実施に向けた支援を行う。 

③ボランティアセンターの機能強化 

企画 

・ボランティアセンターの災害対応強化、小災害時の対応力の

向上等のために行う研修等への支援 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

ⅲ）要援護者世帯に対する除排雪支援の充実 

①市町村における要援護者対応力の

確保 
企画 

・自ら雪下ろしや除雪を行うことが困難な要援護者を支援する

ため、市町村が実施する業者への委託による除排雪や、除排雪

経費補助などの取組みを支援し、要援護者に対する支援の充実

を図る。       【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②「雪下ろし有償ボランティア」の

普及・拡大 企画 

・屋根からの転落など雪害事故防止に向けて、要援護者世帯等

の雪下ろしを行う有償ボランティアの仕組みづくりを支援す

る。         【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

③市町村でのＩＣＴ除雪システム導

入促進【再掲】 
企画 

・市町村でのＩＣＴ除雪運行システムの導入を促進すること

で、道路除雪の省力化・効率化を図る。 

④地域共生社会の実現に向けた地域

づくりの強化【再掲】 
健福 

・住民主体の課題解決の仕組みづくりを推進し、地域内互助の

体制強化を図る。 

 

３ 雪害事故防止の取組みの強化 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）高齢者等に対する実効性のある雪害事故防止の普及啓発の展開 

①雪害事故防止強化月間の設定 防災 

企画 

県土 

・屋根からの転落防止のための安全対策や、水路等への転落、

除雪機関連の事故など潜在的な除雪作業の危険性に関する啓

発活動を行う。 

②建設工事従事者等による「安全な

雪下ろし」の推進 
県土 

・建設現場等における安全な雪下ろし作業に向けた注意事項の

指導及びチラシ等による注意喚起を実施する。 

③高齢者、独居世帯への巡回連絡の

実施 警察 

交番及び駐在所勤務職員等による巡回連絡活動を通して、安全

な除排雪に向けた注意事項の指導及び広報紙等による注意喚

起を実施する。 

④出前交番・駐在所の開催 

警察 

・地区公民館等において「出前交番・駐在所」を開催し、参集

する地域住民に対して、過去の雪害事故事例や安全な雪下ろし

を行うためのポイント等について、広報資料を用いた指導を実

施する。 
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Ⅳ 雪を活用した地域活性化              

 

◇ 事業の展開 

１ 雪を資源として活用する産業の育成 

ⅰ）雪の魅力や特性などを活用した県産品等の価値の向上 

ⅱ）山形ならではのスノーカルチャーツーリズムの確立 

ⅲ）雪に強い農林水産業、商工業の振興 

２ 雪に親しむライフスタイルの提案 

ⅰ）県民自らが雪を楽しむ活動機会の拡大 

ⅱ）雪の魅力を活かした首都圏等への情報発信及び交流拡大 

３ 快適な雪国生活のための技術イノベーションの創出 

ⅰ）産学官連携による雪に関連した技術開発を誘発する仕組みづくり 

 

◇ 関係指標 

目標指標 現状値（Ｈ30） 目標値（Ｒ６） 

冬の観光者数（12 月～２月） 8,162.3 千人 9,000.0 千人 

主要事業に係る重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現 状 値 

（H30） 

指標値（工程） 

 項 目 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

① 
創出・拡充された地域の雪まつり、冬

季イベントの件数（累計） 
― 

2 

件 

4 

件 

6 

件 

8 

件 

10 

件 

② 
「やまがた雪文化マイスター」を活用

した新たな取組み件数（累計） 
― 

2 

件 

4 

件 

6 

件 

8 

件 

10 

件 

③ 雪関連の技術支援件数（累計） ― 
1 

件 

2 

件 

3 

件 

4 

件 

5 

件 
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◇ 主要事業 

１ 雪を資源として活用する産業の育成 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）雪の魅力や特性などを活用した県産品等の価値の向上 

①「雪国やまがたブランド」の構築 企画 

 

 

農林 

・雪の利活用により、地域の活力創出や観光地としての魅力向

上につなげていく地域の活動を推進する市町村を支援し、雪を

地域資源として活用する取組みの拡大を図る。 

・雪を活用して生産した本県農産物のプロモーションを展開す

る。 

②「食の至宝 雪国やまがた伝統野

菜」のＰＲ 農林 

・山形県の豊かな食と雪国ならではの多様な魅力も含め「食の

至宝 雪国やまがた伝統野菜」の統一名称で全国に向けてＰＲ

する。 

③地理的表示（ＧＩ）「山形」を活用

した日本酒の魅力発信 
商工 

・雪国山形の自然と食文化が育んだ「山形酒」を国内外に発信

し「日本一美酒県 山形」のブランド力向上に努める。 

④雪景色など美しい景観を生かした

地域づくりの推進 
県土 

・雪景色など冬季の美しい景観をはじめ、県内の美しい自然景

観や街並み景観などの中から選定した「私をそこに連れてって

―『やまがた景観物語』おすすめビューポイント」について、

国内外に情報を発信する。 

ⅱ）山形ならではのスノーカルチャーツーリズムの確立 

①地域の雪まつりや冬季イベント等

の創出・拡大 企画 

・地域の方々が観光資源としての雪を再確認して発信できるよ

う、県内各地の雪まつり等の新たな開催や企画の拡充に対して

支援する。      【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②地域ＤＭＯの育成支援 

観光 

・地域ＤＭＯにスーパーバイザーを派遣し、着地型旅行商品づ

くりの実践を通して助言指導等を行い、売れる商品を生み出す

スキルやノウハウの習得によりＤＭＯの育成を図る。 

③東北各県との連携による冬の魅力

情報発信等 観光 

・東北全体として冬の魅力のブランド化を図るため、東北各県

及び東北観光推進機構と連携し、「冬の祭り」、「雪遊び」及び

「冬の生活体験」などを独自の魅力として国内外に発信する。 

④やまがた観光キャンペーン推進協

議会や交通事業者と連携した観光

誘客の展開 観光 

・やまがた観光キャンペーン推進協議会において「『山形日和。』

冬の観光キャンペーン」を展開するとともに、ＪＲ東日本が実

施する冬の観光キャンペーンや、ＮＥＸＣＯ東日本が実施する

スキー客をターゲットとしたドラ割「ウィンターパス」と連携

し、広報宣伝活動を実施する。 
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⑤海外への冬季観光情報の発信 

観光 

・冬季の誘客に向け、蔵王の樹氷や温泉街の雪景色等、本県の

魅力ある冬の観光素材についてＳＮＳや現地メディア等、情報

発信力の高い媒体を活用し、海外に向けて発信する。 

⑥教育旅行の促進 
観光 

・本県の冬季における観光資源である雪を活用し、スキー場等

への教育旅行を誘致する。 

ⅲ）雪に強い農林水産業、商工業の振興 

①次世代型施設園芸の推進 

農林 

・冬期間における降雪、積雪など本県の気象条件に対応し、木

質バイオマス等の地域資源エネルギーやＩＣＴ等の先端技術

を活用した、大規模な施設園芸を推進。 

②促成山菜の産地育成 
農林 

・主に冬期間において、園芸施設内での加温により栽培される

促成山菜の生産拡大を図る。 

③農業被害防止に向けた除排雪の支  

 援 
農林 

・樹園地につながる作業道の除排雪を関係者が協働で行う仕組

みの構築を支援し、果樹の枝倒れやハウス倒壊の被害を防止す

る。         【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

④地域における商業機能強化 
商工 

・地域商業の機能強化を図るため、移動販売等の新たなサービ

スの立ち上げに必要な経費を、市町村と連携して補助する。 

⑤中小企業における事業継続計画の

策定促進【再掲】 
商工 

・事業継続計画策定に向けたセミナー・ワークショップの開催 

 

２ 雪に親しむライフスタイルの提案 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）県民自らが雪を楽しむ活動機会の拡大 

①やまがた雪文化マイスターの活動

の推進 
企画 

・雪国の歴史・文化や冬の楽しさを伝える個人等を「やまがた

雪文化マイスター」として認定し、活動状況等をウェブサイト

や県政広報媒体などで幅広く紹介し、活動を推進する。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

②県青少年教育施設における冬季体

験事業の実施 
教育 

・県青少年教育施設において、冬季における自然体験活動を体

験する機会を提供する。 

③学校教育における雪に関する学習

の実施 教育 

・小学校において実施する自然体験活動の中で、雪文化や雪遊

びなど、郷土への愛着や誇りにつながるような、雪に関する体

験の機会を設ける。 

④冬季スポーツの推進 

教育 

・スキー・スケートなどの冬季スポーツ競技会の開催や、学校

行事等における地域のスポーツ指導者の派遣などにより、冬季

スポーツに触れる機会を提供する。 

⑤中高生・特別支援学校生の除雪ボ

ランティア体験活動の実施 教育 

・学校行事や校内有志、生徒会、山形方式の青少年ボランティ

アである「ＹＹボランティア」での活動などを通じた生徒の自

発的な取組みを奨励する。 
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ⅱ）雪の魅力を活かした首都圏等への情報発信及び交流拡大 

①雪に関する総合的な情報発信 

企画 

・「いきいき雪国やまがた推進県民会議」の活動内容等につい

て、県政広報媒体に加え新聞やフリーペーパーなどへの記事広

告掲載により情報発信を行う。 

・「いきいき雪国やまがた情報サイト」を通して、雪国として

の本県の文化や魅力等を県内外に幅広くＰＲする。 

②首都圏開催イベントでの雪国やま

がたの積極的な発信 企画 

・移住希望者を対象としたＵＩＪターンフェアの会場等で市町

村と連携して雪国の魅力を発信する機会を創出し、積極的な情

報発信を行う。 

③雪を活かした地域づくりの推進 

企画 

・首都圏に雪を運んでＰＲするなど、雪を地域の魅力向上の資

源として活用する取組みを支援する。 

【いきいき雪国やまがた推進交付金】 

④情報誌の発行 

農林 

・やまがたの農山漁村づくり情報誌「農楽里」を通じて、全国

に冬の食材情報や景観などを含めた農山漁村に関する情報提

供を行う。 

⑤広域除雪ボランティアの活動推進

【再掲】 
企画 

・県内外から幅広く除雪ボランティア（個人・団体）を募集し、

「やまがた除雪志隊」の隊員として登録するとともに、市町村

や市町村社会福祉協議会等が実施する除雪ボランティア活動

の開催日時、場所及び募集人員などの詳細な情報提供を行う。 

 

３ 快適な雪国生活のための技術イノベーションの創出 

項目 部局 主な取組内容 

ⅰ）産学官連携による雪に関連した技術開発を誘発する仕組みづくり 

①先進事例の収集及び県内企業への

発信 企画 

・先進事例の開発経緯・体制、製品の特長・機能、普及に向け

た手法などの情報を整理し発信することで、県内企業の雪に関

連した技術開発に対する機運醸成を図る。 

②雪に関する技術開発の研究体制の

構築 
企画 

等 

・産学官連携の「雪国技術イノベーション研究会」を設置し、

雪を活用した商品開発や克雪技術の開発など、事業化に向けた

情報交換及び検討の機会を創出する。 

③雪氷熱の活用に向けた研究の促進 
環エネ 

・事業者や市町村が行う雪氷熱利活用に向けた研究を支援す

る。 

④技術面の相談対応や補助金による

支援 
商工 

・克雪に向けた技術や雪を生かした製品開発等を行う企業の活

動を支援する。 
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